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県労連交渉（9月20日）報告
県民サービスを低下させる露払いとしての賃金カットは到底容認できない！

「施設・補助金見直しで県民・市町村の理解を得るために職員にも相応の負担を」（当局）
　県労連は9月20日、労務統括官と交渉を持ちました。冒頭、芹沢県労連議長は、「この時期の交渉は極めて異例だ。その理由を含めて当局の提案を聞きたい。」と述べ、交渉に入りました。
労務統括官提案

　労務統括官は、「中期財政見通しでは、2年間で1,650億円の不足が見込まれる。神奈川臨調の意見を踏まえ、緊急財政対策本部で対策を取りまとめる。県有施設・補助金の見直しを進めるためには、県民・市町村・団体の理解が必要。そのためには、全ての職員が姿勢を示す必要があり、相応の負担をお願いしたい。」とし、次の提案を行いました。

①給与減額：2013年4月から給与減額をお願いしたい。減額率等については別途提案したい。

②現給保障：2013年4月から廃止したい。

③住居手当（持ち家）：2013年4月から廃止したい。

④退職手当：国の退職手当法改正の動向を踏まえて、見直しを行いたい。

⑤福利厚生：福利厚生制度もゼロベースで見直したい。
県労連は到底容認せず！

　これに対して県労連幹事団は、

・過去の賃金カットは、職員の「協力」であり「相応の負担」ではない。

・過去の協力は、「県民サービスを低下させないため」の協力であり、県有施設全廃・補助金凍結など「県民サービスを低下させるため」の協力は本末転倒でありえない。

・「相応の負担」とは何か？義務ではないか。財政が厳しくなる度に、機械的に負担させるのか。

・前２回の賃金カットは、財政再建団体転落の瀬戸際における職員の協力だ。今回の提案理由では、前２回の場合と同様の状況とは全く思えない。

・財政危機＝賃金カットという交渉にはのれない。

・そもそも、「1,650億円の不足」自体、議会でも疑問視されているのではないか。

・神奈川は国からの交付金が全国で一番少ない。現在の「財政危機」は、税財政構造が根本的原因であり、そこを改善することが一番重要だ。

・現状は、人事委員会勧告制度の下で私たちの賃金は決まっている。人勧を超える賃金カットは違法であり、そのことをどのように認識しているのか。

・住居手当、現給保障は一定の整理がついている。課題を確認したうえで継続協議となっている。新に提案するのであれば、方向性を明確に提示すべき。

・退職手当については、当然、労使交渉と合意を前提とすべきである。

・職員の健康を保持するために、労使で積み上げてきたものもあるのではないか。単に「補助金だからカット」という発想ではおかしい。

　最後に芹沢議長が「今回の提案は、これまでの交渉経過・枠組みを変えるものだ。本日の説明では、当局の言う「危機感の共有」はできない。提案を受け止める状況ではない。」とし、交渉を終えました。
自治労県職労の見解

○「財政危機」の原因は税財政構造

　まず確認しておきたいことは、「財政危機」の原因は、国と地方の税財政構造にあるということです。

それを変えない限り、他にどんな手を打っても地方財政は好転しません。賃金カットや県有施設・補助金の廃止で対応しようというのは的外れ、筋違いです。

○神奈川臨調は「絵に描いたもち」ですらない！

　県有施設・補助金の廃止が簡単に収入増または支出削減につながるというのは、あまりにもおめでたい発想です。

　資産を「売り物」にするだけでも相当の費用と時間がかかります。また「売り物」にしたからといって、すぐに売れる保障はどこにもありません。補助金廃止では当該団体との調整も相当難航が予想され、さらに｢小額のもの｣を対象にしている以上、廃止効果は大きなものではありません。結局、即効性のある人件費削減が狙いとしか思えません。

○「県民サービス」を守らないのなら一切協力できない！
過去2回の賃金カットは、「財政再建団体転落の危機」という今回よりはるかに厳しい財政状況の中で、県民サービスを低下させないために、職員が協力したものです。

「狼少年ザイ」の言を真に受け、自分のやりたいことの予算だけを確保できれば、その他の県民サービスが低下しても、人事委員会勧告制度を無視してもかまわない、というような短絡的な発想はやめていただきたいと思います。

自治労県職労は、「県民サービスを低下させる」お先棒を担ぐつもりは一切ありません！

県労連確定闘争日程

・9月20日（木）　 幹事団交渉①

・9月26日（水）　 幹事団交渉②

・9月27日（木）　 県人事委員会要求提出交渉

・10月1日（月）　 県人事委員会支部代交渉

・10月12日（金）　県人事委員会勧告想定日

・10月18日（木）　確定要求提出交渉

・10月22日（月）　確定要求回答交渉

・10月24日（水）　幹事団交渉③

・10月30日（火）　支部代交渉

県労連報告集会

自治労県職労決起集会

　18時30分～　波止場会館

・11月5日（月）　 幹事団交渉④

・11月8日（木）　 県労連総決起集会

　　　　　　　　　　　 18時30分～　関内ホール

・11月9日（金）　 決議文手交

　　　　　　　　　　　幹事団交渉⑤

・11月14日（水）　幹事団交渉⑥

　　　　　　　　　　　第103回拡大評議委員会

・11月16日（金）　戦術配置

2012年度障害労働者連絡会学習会
日　時：１０月６日（土）１３時１５分～１６時３０分

会　場：神奈川県地域労働文化会館２階会議室

　　　　 地下鉄「阪東橋駅」より徒歩２分


内　容
講　演：「労働相談から見える障害労働者の課題」

講　師：かながわ労働センター相談員　鶴巻　繁さん
グループ討議テーマ「各自が考える合理的配慮の内容と障害者自身の課題」

「臨時・非常勤等職員の均等待遇と雇用安定」

を求める決起集会
日　時：１０月２８日（日）１３時～１７時

場　所：全体会「ＪＡ共済ビル１階・カンファレンスホール」

　　  　　 分科会「ＪＡ共済ビル」及び「砂防会館３階」

地下鉄「永田町駅」より徒歩5分、「麹町駅」より徒歩8分

全体会
【13時～15時】

　○集会基調の提起

　○質疑応答、意見交換

　○「臨時・非常勤等職員の賃金・労働条件制度調査」の結果報告

　○講演「非常勤職員の手当支給に関する裁判例を理解する」

分科会
【15時15分～17時】

第１分科会：「賃金・労働条件の取り組み」

第２分科会：「雇い止め阻止、雇用継続の取り組み」

第３分科会：「組織強化・組織拡大の取り組み」

第４分科会：「臨時・非常勤等職員の初めての組合活動」

第５分科会：「県本部協議会の運営と活動」

～臨時・非常勤等職員の処遇改善に向けた法改正を求める中央行動～
日　時：１０月２９日（月）午前中（時間等未定）

場　所：霞ヶ関または永田町付近








































臨時・非常勤等職員の


処遇改善をめざして





講師の鶴巻さんは、自治労県職労の組合員さんです！

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































